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１－１.EMISとは

平成８年 EMIS運用開始
被災地の医療機関状況、全国の医療機関の支援申出状況を、行
政機関等が把握できる仕組みを構築

阪神・淡路大震災時の課題
• 第一義的な調整・指令を行うべき県庁、市役所が被災
• 通信の混乱

迅速かつ適切な医療・救護活動の支援
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1－２.EMISとは

• 災害時にインターネット上で、病院の被災状況を厚生労働省、
東京都、都内全病院で情報共有し、迅速な救護活動を支援す
るためのシステムです。

※ 災害時に電話やFAXで一病院ずつ情報収集をしていては、情報集約に多大な時間がかかります
が、インターネットで各病院からの情報を一元化すれば、迅速な病院支援の意思決定が可能です。
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• 令和元年度現在、EMISは、厚生労働省主導で全国的に導入
されています。

• 災害が発生した際、各都道府県は、原則としてEMIS上から各
病院の被災状況を収集する体制になっています。

• 東京都においては、平成８年以降、救急告示医療機関から優
先的に利用者ＩＤ、パスワードを付与しており、平成３１年２
月から、都内全病院に利用者ＩＤ、パスワードを付与しました。



２－１.EMISの概要（イメージ）
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EMISなし EMISあり

EMIS

被災病院等被災病院等

都庁・医療対策拠点等

TELやFAXによる情報共有

インターネットによる情報共有

都庁・医療対策拠点等

情報収集に時間がかかり、
病院支援の意思決定が遅れる

情報収集の一元化により迅速・適切な病院支援が可能

各病院にてEMISに情報を御入力いただく必要
があります。
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2－２.EMISの概要（主な利用者）

1.厚生労働省

2.都道府県
※ 消防機関を含む

3.医療機関

4. DMATなどの医療支援チーム
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2－３.EMISの概要（主な機能）

1.基本機能
医療機関の被災状況、受入れ患者数などを関係者間で情報
共有

2. DMAT管理機能
DMATの派遣要請、活動状況を管理し、関係者間で情報共
有

3.医療搬送患者管理機能
医療搬送対象の患者、航空機を管理し、搬送先の医療機関、
DMATなどと情報共有

※ 各医療機関に御利用いただく主な機能は、「１．基本機能」です。
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3－１. EMIS基本機能（緊急時入力）

建物倒壊状況の有無の選択

電気・水などの使用の可否、
不足等を選択

患者受入れの可否を選択

職員の充足／不足を選択
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３－２. EMIS基本機能（医療機関等・支援状況モニター）

入力した状況を病院ごとに一覧化
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